


はじめに
国際交流班は毎年、鳥取における国際的なテーマにつ

いて研究している地域調査グループである。今年、私た
ちは鳥取における「言語の壁」を取り上げることにして、
アンケート調査、フィールドワークやゲストスピーカー
のお話などを通して、観光と生活という２つの観点から
言語の問題について検討した。
まずは、「言語の壁」の意味について説明する。私た

ちは、言語の壁を「異なる言語文化から生じるあらゆる
困難」と定義づけた。例えば、買い物時に日本語が分か
らず欲しかったものとは違う商品を買ってしまった、市
役所など公的機関で書類に書いてある日本語が分からず
手続きが難しかったなどといったことは「言語の壁」に
よる問題として挙げられる。外国人観光客と外国人住民
が日本で増えている現在、このような問題はより深刻に
なっている。

１．鳥取県国際交流財団への訪問
鳥取県国際交流財団によると、２０１７年１２月末時点の県
内外国人登録者数は４，３２９人である。鳥取県全体の人口
に対して約１３０人に１人が外国人ということになる。国
籍別の割合では、中国（１，０２１人）が最も多く、次いで
韓国・朝鮮（１，０１４人）、ベトナム（８１８人）、フィリピン
（５５９人）、インドネシア（１３７人）、アメリカ（１０５人）
と続く。もちろん、この中に日本語が堪能な方も沢山い
るが、そうでない方も少なくない。
私たちは、５月２５日（金）に鳥取県国際交流財団を訪
問した。鳥取県国際交流財団は、鳥取県における国際交
流推進の基盤づくりと国際交流活動の支援を行っている
組織である。この日に私たちは、財団の各事業と鳥取県
に在住する外国人が抱えている問題について学んだ。
財団の事務局長は、鳥取県に在住する外国人が直面し
ている問題を大きく三つに分類した「三つの壁」につい

て教えてくれた。一つ目は、言葉の壁である。日本で生
活するためにはある程度の日本語を理解できる必要があ
り、日常会話はできても教育レベルの日本語は理解でき
ないといった、生活言語と学習言語のギャップに戸惑う
人も少なくない。二つ目は、制度の壁である。在留資格
等により活動が制限されたり、外国籍児童は義務教育の
対象外であったり、医療保険や介護保険に関する制限も
ある。三つ目は、心の壁である。生活習慣の違いから感
じるストレスや言葉の不十分さから感じるストレスに悩
まされている人もいる。さらに、親は自国の言語で話し、
子どもは日本語を話すといった、親子間のコミュニケー
ション不足から生じるストレスで苦しんでいる人もいる。
このような問題には、家族、先生、友達、行政など周囲
のサポートが必要である。

２．鳥取大学キャンパスでの調査
次に私たちは、鳥取大学のキャンパスで言語の壁につ

いて調査することにした。２０１８年４月の時点、鳥取大学
には２６の国から１７９人の留学生がいる。国別に見ると、
中国（６０人）、韓国（２１人）、バングラデシュ（１２人）、
エチオピア（１２人）からの学生が一番多い。鳥取大学の
乾燥地研究の関係でアフリカの１１か国から留学生が来て
いる。

２．１ 鳥取大学の留学生
私たちは、鳥取大学の４人の留学生（中国・韓国・イ

ンド・マレーシアの出身）と鳥取大学で非常勤講師をさ
れている川口斐斐さんをゲストスピーカーとして授業に
招き、言語に関して困ったことについてお話をしていた
だいた。
留学生たちは、生活面において「交通機関を使うのが

難しい」、学習面においては「間違った教科書を買って
しまった」「教室で使う日本語と周りの生徒が使う日本
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語にギャップを感じた」と話された。一方、川口斐斐さ
んは、sun-in台湾人会の会長もつとめており、日本には
長く住んでいる。川口さんは「言葉遣いが適切か心配す
る」「方言が難しい」「外国人という先入観をなくして付
き合ってほしい」と話された。「外国人という先入観を
なくして付き合ってほしい」ということに対して、私た
ち国際交流班のメンバーから「外国人と接するとき、ど
のようなことに気を付けたらいいのか」という質問が
あった。これに対して、川口さんは次のように答えた。
外国人と言っても、滞在期間等の個人差によって、日

本語能力は様々である。しかし、一般的に第二言語とし
て日本語を学んでいる人にとって方言や敬語などは難し
い場合がある。そういう人に対して日本語を難しくする
必要はない。一方、日本に長く住んでいて、日本語能力
が十分ある人に、外国人という理由だけで、無理に易し
い日本語を使う必要もない。自然に話してほしいという
人もいる。そもそも出身国や見た目が違うと外国人とし
て扱われがちだが、日本人と同じように扱ってほしいと
いう人もいる。
このようなアドバイスを受けて、「外国人＝こうすれ

ばいい」というわけではなく、個人個人によって対応す
ることが大切だと思うようになった。

２．２ 大学キャンパスでの多言語対応
次に、私たちはグループに分かれて大学内の施設を訪

れ、言語の問題に関する調査をおこなった。今回調査し
たのは、大学会館、共通教育棟、図書館、農学部棟、工
学部棟、保健管理センターの６施設である。具体的な調
査方法は、施設を訪れて多言語対応の状況を見て回り、
資料を参照してどのような工夫がされているかを調べた。
また、各施設の事務の方にインタビューを行い、留学生
の対応などについて質問した。
保健管理センターは鳥取大学に所属する人向けに保険

の加入と手続き、計測と診察を行っている。センター内
には日本語を母語としない人向けに英語表記がされた問
診票や、機器の使い方と計測結果の見方がそれぞれ英語
で示されたものがあった。事務の方にインタビューした
ところ、英語が話せるスタッフが常駐されているため、
コミュニケーションをとるうえで言語の壁を感じること
はあまりないとのことだった。また、専門用語などの難
しい単語は言い換えることでコミュニケーションをとる
ことにしているそうである。また、保健管理センターは
留学生に学外の医療機関の情報や地図を提供している。
なお、センター内のポスターやパンフレットは日本語表
記のみのものだった。

３．鳥取における国際観光の調査
鳥取県観光交流局観光戦略課が２０１７年に公表した「観
光客入込動態調査結果」では２０１７年の宿泊施設全体の外
国人宿泊者数が前年比４０．１％増（実数では４０，２１０人の増
加）で計１４０，５３０人となり、２００９年の宿泊者数１４，０２０人
から約１０倍に増加している。従業員１０人以上の宿泊施設
では、総数１２５，１８０人中、国別に多い順から韓国４９，５８０
人（構成比３９．６％）、香港２７，５３０人（構成比２２．０％）、台
湾１６，１９０人（構成比１２．９％）、中 国１０，９９０人（構 成 比
８．８％）などとなっている。前年との比較でも韓国が
１４，５００人増、香港が１２，０３０人増で突出して多く、米子ソ
ウル便など独自の路線を活用して積極的な宣伝活動を展
開している成果であるとみられる。

３．１ 鳥取市国際観光客サポートセンターへの訪問
私たちは調査の一環で鳥取駅に隣接している鳥取市国

際観光客サポートセンターを訪問した。このセンターは
鳥取市が２０１０年に設立した外国人観光客向けの観光案内
所であり、鳥取と周辺エリアの観光情報を提供するとと
もに外国人観光客への様々なサポートを行っている。セ
ンターには英語２人、中国語１人、韓国語２人、計５人
の外国語に堪能なスタッフが配置されている。しかし、
ほとんどの観光客は英語のみで対応しているようである。
センター内では観光施設や宿泊施設を対象とした「外国
人観光客おもてなし講座」が開講され、スタッフが外国
人観光客の基本的な接遇マナーや簡単な英語を教えてい
る。またボランティアで外国人向けに観光ガイドを行う
「国際観光客民間サポーター」の支援により、外国人観
光客のためにガイドや通訳のサービスも提供している。
さらに、鳥取市国際観光客サポートセンターは２０１１年
に外国人観光客の周遊を促進するために「外国人観光客
２，０００円タクシー」というサービスを開始した。観光大
学を卒業した観光マイスターが運転手を担当しているが、
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４ヶ国語になっている看板

三者間通訳サービスの案内

運転手は外国語に対応していないようだ。しかし２０１５年
から多言語音声翻訳システムが２，０００円タクシーに導入
され、システムによる運転手と外国人観光客のコミュニ
ケーションの円滑化の実証が開始された。この翻訳シス
テムは英語、中国語、韓国語の３か国語に対応しており、
音声翻訳だけでなく動画や画像の掲載も可能である。
２０１７年からはタクシーだけではなく宿泊施設や観光施設
への普及を図り、多言語翻訳システムの普及促進活動を
行っている。

３．２ 公共交通機関と多言語対応
次に、私たちは観光客が多く利用する公共交通機関の

施設での言語の壁対策について知るために、鳥取駅と鳥
取砂丘コナン空港で調査とインタビューを行った。
鳥取駅は県内外・国内外問わず、たくさんの人々に利

用されている。今回は外国語表記の面から、外国人観光
客への対応の現状を見ることができた。その一例が、観
光地として有名な鳥取砂丘行きのバス乗り場の看板であ
る。この看板は日本語に加えて、英語・中国語・韓国語
になっていた。また、切符売り場の案内板には同様に四つ
の言語、構内案内図には日本語と英語が表記されていた。

鳥取砂丘コナン空港では、券売機やバス乗り場、お手
洗い、国内線出発・到着の看板などの目につく場所・物
には、鳥取駅と同じく、日本語・英語・中国語・韓国語
の表記があった。この理由として、アニメ「名探偵コナ
ン」が人気であるアジア圏からの観光客が多いことがあ
げられる。今回インタビューを受けてくださった鳥取空
港ビルのスタッフによると、外国人観光客とは主に英語
でやりとりをしている。しかし、日本語・英語を話すこ
とができない外国人とは意思疎通が難しいため、土日祝
日には鳥取大学の留学生に通訳をしてもらったり、鳥取
県国際交流財団に助けを求めたりすることもあるそうだ。
現在は２０２０年開催の東京オリンピック・パラリンピック
に向けて、地方での言語の壁対策もますます迫られてい
る状態である。

３．３ 観光地での多言語対応
次に、鳥取の観光名所として人気な鳥取砂丘での多言

語対応について調査した。最初に、お土産売り場「砂丘

フレンズ」を訪れた。この店では、英語の通訳ができる
ボランティアが１人、非常時のみいるとのことだった。
少しだけ英語が話せるスタッフは２、３人いて、ジェス
チャーで対応するときもあるとのことだ。従業員に外国
人観光客の対応で困ったことについて伺ったところ、ど
うしても言葉が通じてない、対応に長時間かかってしま
う、お客さん側がもういいやと折れてしまうなどがある
と答えた。この店では中国語、韓国語、英語のパンフ
レットはあるものの、あまり持って帰る人はいないそう
である。実際、パンフレットはお店の隅の方に置いてあ
り、見つけにくいという印象を受けた。

次いで、砂丘会館というお土産店の食堂を訪ねた。従
業員は、「外国語が話せるスタッフは、事務所にいるか
もしれないが把握はできていない」と言っていた。外国
人観光客の対応で困ったことについて尋ねたら、従業員
は、「言葉が通じない、特に英語以外の言語だと困る」
と回答し、言語の壁を感じていることが分かった。また、
これらのお店には三者間通訳サービスや指差しコミュニ
ケーションツールが置いてあった。指差しコミュニケー
ションツールには、来店時、注文時、会計時に店側と客
側が利用する言葉やアレルギーについて英語、中国語、
韓国語で表記してある。しかし、これらは大型連休のみ
に使用され、普段はあまり使っていないとのことだった。
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若桜街道の道路標識

タイムフェスティバルでのインタビュー

アンケート回答者の日本滞在期間

最後に、砂丘のバス停とそこに設置してある時刻表も
確認してみた。バス停は日本語のみならず、英語、中国
語、韓国語の表記があり、時刻表は英語版も設けられて
いた。また砂丘には観光客にとってはありがたい、
FREE WI-FIがあった。

３．４ 街中の多言語対応
街中の多言語対応の状況を調べるために、鳥取駅前の

若桜街道を歩き、道路標識や張り紙、看板などを確認し
た。最初に気づいた看板は、「自転車放置禁止」と表記
したものであった。こちらの看板は英語、中国語、韓国
語でも表記がされており、日本語と合わせて、４か国語
になっている。全ての言語に対応した看板を作るのは無
理であるが、話者数が多い英語や日本にはアジア圏から
の観光客が多いため、韓国語や中国語に対応しているの
が妥当と思った。
次に、道路の上の標識に気づいた。青い看板の地名な

どは全て日本語と英語で表記がされている。一方、白い
方の看板も日本語と英語になっているが、「仁風閣」は
単にローマ字で表記されているため、鳥取について知識
のない方にとっては意味不明の可能性が高い。その上の
「やまびこ館」「鳥取城跡」や下の「運転免許センター」
の英語表記と同様に、もう少し説明的な英訳がある方が
分かりやすいと思った。他の看板では、「仁風閣」はJin-

pukaku Mansionと英訳されている。これは、おそらく最
近、外国人観光客に配慮して設置されたものである。

４．タイムフェスティバル
私たちは１０月２１日（日）にとりぎん文化会館で行われ
たタイムフェスティバルに参加した。タイムフェスティ
バルは、県内の国際交流団体や県内在住の外国出身者に
よる国際交流イベントで、各団体の紹介ブースや各国の
料理、伝統文化を体験できるコーナーが設けられており、
私たちも国際交流班として紹介ブースを出展した。あわ

せて実際に鳥取での言語の壁についてどう感じているの
か、現状を知るために、参加されている団体へのインタ
ビューや来場された方へのアンケートを行った。

まず、外国出身者を対象にしたアンケートに回答して
いただいたのは５７人で、そのうち鳥取に在住されている
のは５０人であった。また、日本滞在期間は以下のグラフ
が示すのように、２―６か月が最も多いという結果に
なった。出身国は中国・韓国・フィリピンが８人ずつ、
次いで台湾・マレーシア・メキシコが多かった。

言語能力についての設問では、話す・聞く・読む・書
くの４技能について聞いた。日本語を話すことができる
かどうかと聞き取ることができるかどうかという質問は、
ほぼ同じような結果になった。全く話せない人は３％、
全く聞き取れない人は５％と少ないが、完全に習得して
いる人も１割程度と多くなかった。日本語を読むことが
できるかと書くことができるか、という質問に関しても
似た結果になったが、全く理解できない人が前者よりも
１５％以上増え、少し理解できる人やだいたい理解できる
人が多かった。
鳥取での言語の壁を感じているかという設問の結果は、
次のとおりである。鳥取で言語の壁を感じていらいらし
たことがあるかという設問では、あると回答したのは２３
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店内の多言語対応の例

日本語のみの注意書き

人、いいえと回答したのは３４人であった。場面ごとの同
様の設問では、買い物では、困ったことがあると回答し
たのは１２人、困ったことがないと回答したのは４４人、無
回答は３人。レストランでは、困ったことがあると回答
したのは８人、困ったことがないと回答したのは４４人、
無回答は５人。交通機関では、困ったことがあると回答
したのは１１人、困ったことがないと回答したのは４３人、
無回答は３人。市役所では、困ったことがあると回答し
たのは１６人、困ったことがないと回答したのは３８人、無
回答は３人。病院では、困ったことがあると回答したの
は１１人、困ったことがないと回答したのは３８人、無回答
は８人。また、どのような問題があるかについて詳しく
記述してもらったところ、買い物やレストランでは原材
料名やメニューが分からない、交通機関ではチケットの
買い方とバス乗り場が分からない、市役所では敬語・専
門用語が難しい、病院では漢字や医療用語等が難しい、
症状を説明できないという意見があった。
鳥取での言語対応についての回答は、とても良い１４人、

良い２７人、あまり良くない９人、悪い０人、無回答７人
であった。鳥取の言語対応はあまり問題ないという回答
が多かったものの、英語表記の看板の設置（買い物・そ
の他）、方言が少し難しい、通訳を市役所や主な駅で利
用できるようにしてほしいという意見もあった。

５．日常生活における言語の壁
私たちは、生活面における多言語対応の状況を調べる

ために、ドラッグストアやスーパーマーケットでの調査
を行った。ドラッグストアでは、海外商品の上には日本
語表記が書いてあったが、日本語の分からない方が薬を
買う際はどれを買えばいいのか、どこに何の薬が置いて

あるかなどを理解することは難しいのではないかと考え
た。店員に確認したところ、外国語で対応する必要があ
る場合、携帯アプリによる翻訳を利用するそうだ。店内
を見ていて唯一私たちが見つけた多言語対応は、「防犯
カメラ録画中」や「立入禁止」といった注意書きの下に、
中国語や英語が書いてあったことだ。つまり、唯一の外
国語表記は、外国人による犯罪を防ぐための注意書きで
あった。

また、スーパーマーケットで調査している時も気にな
る点を発見した。以下のアレルギー表示は、大豆の試食
コーナーにあったものだが、日本語表示のみで、多言語
対応はされていなかった。このようなアレルギーに関す
る情報は、人命に直接かかわってくるものであるため、
優先的に多言語化するべきではないかと思った。

２０１８年１１月２１日（金）、公的機関での多言語対応につ
いて調査するために、鳥取県運転免許センターに行った。
普通免許などの試験は、警察庁によって作成され、２００８

２０１８年タイムフェスティバル（チラシ）
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鳥取県運転免許センター

英語 中国語 タガログ語 その他 計

東部 １２４ ４０ ０
３

韓国語１、
モンゴル
語２

１６７

中部 ２６ ３４ ２ １
韓国語 ６３

西部 ４ ２ ０ ０ ６

計 １５４ ７６ ２ ４ ２３６

２０１７年度の医療通訳ボランティアの派遣数

年から英語、２０１１年から中国語の試験問題が全国で使用
されるようになった。しかし、鳥取県の東部、西部の免
許センターでは、原付の試験のみを英語で対応している。
普通免許の英語、中国語の試験は中部でのみでしか受け
ることができない。
病気に関する情報はとても重要なものになるため、ど
の県でも質問票は１１か国語に翻訳されている。さらに、
法令や運転に関する知識を聞く質問は、９か国語になっ
ている。
免許センターでは、母国から日本の免許に切り替える
手続きも行っている。鳥取県では年間約５０人から７０人が
外国免許切り替えを行い、そのうち約１０人程度が東部の
免許センターで外国免許切り替えを行った。日本語があ
まり話せない人は通訳を連れてくるようにすすめられて
いる。

次に、鳥取市の病院に日本語ができない患者が来た際
に、どのような対応を行っているのかを調べることにし
た。調査するにあたり、いくつかの申請を行わなければ
ならなかったが、時間の都合上できなかったため、直接
病院で話を聞くことはできなかった。しかし、病院は電
話で私たちの質問に答えてくれた。日本語のできない患
者が来た際にどのように対応しているのかと尋ねたとこ
ろ、英語で診療できる医師が対応している、とのこと
だった。また、鳥取県国際交流財団が医療通訳ボラン
ティアを行っているという話もあった。
鳥取県国際交流財団は、月に一度、医療通訳ボラン

ティアの講習会を行っており、国際交流班から６人がそ
の様子を見学した。医療通訳ボランティアの派遣は２００９
年から始まった。対象言語は、英語・中国語・タガログ
語の三か国語である。ボランティアを派遣する対象とし
ているのは、県内に在住する外国出身者やその家族、県
内の医療機関及び保健機関、その他財団が認める団体等

であり、依頼があった場合派遣する仕組みになっている。
医療通訳ボランティアの活動範囲としては、一般的な診
察、検査、薬の処方、母子健康、保健指導、診察手続き、
入院手続き、会計等の各種手続きの通訳、入院中の患者
と医療関係者との意思疎通を図るための通訳、医療制度
や病院の設備の説明の通訳などを行う。しかし、依頼者
の症状が重篤な場合や重要な告知、高度な専門知識が求
められる通訳、治療費、入院費未払いの金銭交渉などの
トラブルに関する通訳は活動の範囲外である。２０１７年度
の医療通訳ボランティアの派遣数は、１年間に２３６件で
あり、英語での対応が多く、鳥取県東部に依頼が集中し
ている。

１２月７日（金）、私たちは医療通訳ボランティアをし
ている方をゲストスピーカーとして授業に招き、様々な
お話を伺った。来て頂いたのは、尾崎かおるさん、ケイ
ツ佳寿子さん、柴田和さん、吉田淑子さんの４人である。
まず、この４人に共通していることとして、もとより母
語以外の言語に興味があり、海外での中・長期滞在経験
や、外国語を扱う仕事に就いていたことが挙げられる。
それらの経験の中で医療通訳の必要性を痛感し、更に外
国語が出来る経験を生かして役に立ちたいという思いか
ら、このボランティアに携わるようになったそうだ。実
際にボランティアに参加する上では、ある程度の専門的
知識を事前に勉強しておかなければならないこと、また、
ほとんどの場合患者さんは一通りの治療を終えるまで同
じボランティアの方に依頼をするため、その過程で受診
する科の変更があった場合は新たにその分野についての
勉強をし直す必要がある。担当する患者の中には、３か
国の対象言語を母語としない方もいる。担当言語での通
訳が通じず困ってしまうこともあるそうだ。ボランティ
アにとって重要なこととして事前勉強はもちろん、単な
る通訳作業にとどまらず、医療現場ならではの不安に寄
り添ってあげられるような精神面でのサポートも挙げら
れた。しかし、あくまでも医療通訳なので、責任を負い

鳥取における「言語の壁」
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きれない不必要な人的トラブル等を避けるためにも過剰
なサポートまでは出来ないそうだ。このように、医療通
訳ボランティアは、出来る範囲内で最善策を模索しなが
ら活動している。また、皆さんが共通して言及していた
のは、相互的異文化理解の重要性と、病院情報の多言語
化の必要性である。
２０１８年は、日本各地で地震や豪雨などの異常気象によ
る災害が相次ぎ、鳥取県もそのような緊急事態時の基本
の対応は勿論、日本語を話せない外国人への迅速かつ正
確な外国語での対応が求められている。そこで私たちは、
外国人に対して、災害が起きた時どのような行動をとる
べきかなどの事前知識、また災害が起きた後の事後支援
がどのように提供されているのかについて調べることに
した。
まず、２０１８年７月３１日の『朝日新聞』に掲載されてい
た記事を下に、鳥取県観光戦略課内に新しく設立された
外国人支援インフォメーションセンターについて電話取
材した。外国人支援インフォメーションセンターは、
２０１８年９月に起きた台風２１号によって関西国際空港が閉
鎖し、現地では言葉の壁から外国人に対して十分な支援
が出来なかったことを受け、鳥取県は災害時に外国人に
対応する機関を県庁内に設立された。英語・韓国語・中
国語を話せるスタッフが各１名常に対応できるように
なっており、災害時に避難の情報や交通機関の情報を取
りまとめTwitterやFacebookなどのSNSで発信している。
今後他の言語の需要が多いということであれば他の言語
対応も取り入れるそうだ。
また、鳥取県国際交流財団が配布している防災ハンド
ブックもある。これは英語・中国語・タガログ語で刊行
されており、地震が起きた時の知識や大雪の時の場合の
対応について紹介している。鳥取県の特有の気候に対応
しているという印象を持った。
このように鳥取県は災害時の多言語対応やパンフレッ
トを通しての情報を提供している。しかし、パンフレッ
トやサービスの知名度がまだ低いようなので、そこが課
題だと考える。

まとめ
私たちは、鳥取における「言語の壁」の現状を知るた

めに、鳥取大学のキャンパスでの調査から出発し、その
後、観光施設や日常生活でのサービスの多言語対応につ
いて調べた。様々な多言語対策を調査する中で、ある問
いを避けては通ることはできなかった。それは、「何か
国語に対応すれば十分か」という問いである。多言語対
策にかかる予算的限界を考慮しつつ、多様な言語に対応
することができるだろうか。その方法の一つとして、現

在、翻訳機械の導入が広く行われている。
一例としてここでは翻訳機「POCKETALK」について

検討したい。こちらは７４の言語に対応しており、１０９の
地域で使用することができる。実際に使用してみた感想
としては、早く正確な翻訳が可能で、あたかも実際の通
訳者を介しているようである。しかし、翻訳機で果たし
て「言語の壁」は完全に取り除けるのであろうか。実際
はそのように単純ではないと考えられる。その理由とし
てまず誤訳の恐れが挙げられる。また、これに関連して
前後の文脈や意味関係を無視した訳が行われる場合も
多々ある。さらに、例えば日本語特有の概念である「わ
びさび」「木漏れ日」といった言葉を翻訳することは難
しい。その他、文学的表現やジョークなどの文化的背景
に依存した表現を翻訳することも苦手としている。した
がって翻訳機によってあらゆる「言語の壁」を乗り越え
られるわけではない。しかし、これらの翻訳技術が今後
多くの場面で導入されるのは想像に難くない。昨年１２月、
外国人労働者の受け入れ拡大に向けた出入国管理法の改
正案が参議院本会議で可決、成立した。この改正は今年
度４月１日より施行されることになっている。さらに、
２０２０年には東京オリンピック・パラリンピックを開催す
ることになっており、より多くの外国人観光客の来訪が
予想される。これらの外国人労働者や外国人観光客に対
応するためには、これまで鳥取県内で活躍されてきたボ
ランティアの方々や翻訳技術の適切な配置が今後も求め
られるだろう。以上のように、今回の調査を経て現在の
鳥取における言語に関わる問題を理解している。

防災ハンドブック
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ご協力いただいた皆さん
鳥取市国際観光客サポートセンター
鳥取県運転免許センター
鳥取県観光戦略課
鳥取県国際交流財団
鳥取砂丘コナン空港
鳥取大学の各施設
鳥取大学の留学生の皆さん
川口斐斐さん
医療通訳ボランティアの皆さん
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